
第
十
一
回
研
究
大
会

は
大
江
戸
ゆ
か
り
の
紀

尾
井
町
（
紀
州
藩
、
尾

張
藩
、
井
伊
家
の
屋
敷

が
あ
っ
た
）
に
位
置
を

占
め
る
上
智
大
学
で
行

わ
れ
、
日
本
人
の
余
暇

の
原
点
と
も
い
う
べ
き

「
江
戸
の
余
暇
」
の
実

相
と
そ
の
意
味
づ
け
を

問
い
直
し
た
。

冒
頭
の
基
調
講

演
は
、
歴
史
家
と

し
て
の
手
堅
い
文

献
研
究
と
、
一
般

読
者
向
け
の
啓
蒙

的
な
読
み
物
の
両

翼
で
活
躍
さ
れ
る
山

本
博
文
教
授
の
「
将
軍
た
ち
の

余
暇
」
。
支
配
層
の
余
暇
の
興

味
深
い
実
態
を
押
さ
え
た
上
で
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
一
転
し
て
江

戸
庶
民
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な

余
暇
の
有
り
様
に
迫
っ
た
。
園

芸
学
か
ら
関
心
を
広
げ
て
娯
楽

研
究
に
至
っ
た
青
木
宏
一
郎
氏
、

庶
民
の
旅
日
記
を
読
み
解
い
て
、

江
戸
期
の
旅
の
、
思
い
の
他
の

豊
か
さ
を
再
現
し
て
く
れ
た
金

森
敦
子
氏
、
そ
れ
に
学
会
の
江

戸
学
グ
ル
ー
プ
・
中
藤
保
則
、

荒
井
魏
氏
が
絡
ん
で
、
庶
民
の

日
常
生
活
、
旅
行
、
娯
楽
、
さ

ら
に
は
そ
の
背
後
に
あ
る
生
活

観
や
倫
理
の
問
題
に
迫
っ
た
。

大
会
に
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

欠
か
せ
な
い
が
、
今
回
は
こ
れ

も
「
江
戸
余
暇
の
夕
べ
」
と
題

し
て
、
は
と
バ
ス
で
日
本
橋
か

ら
銀
座
、
新
橋
へ
、
江
戸
の
下

町
の
骨
格
を
巡
り
、
ホ
テ
ル
で

は
江
戸
の
剣
戟
を
楽
し
む
シ
ョ
ー

に
忍
者
の
コ
ン
ト
や
「
つ
ま
み

か
ん
ざ
し
」
づ
く
り
の
実
演
が

加
わ
り
、
実
践
付
き
学
会
の
面

目
躍
如
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
は
二
日
目

の
特
別
発
表
で
は
、

武
家
の
隠
居
（
二

０
０
七
年
問
題
に

も
示
唆
す
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
）
と
、

江
戸
の
身
体
文
化
・
蹴
鞠

に
関
す
る
実
証
的
な
研
究

発
表
が
加
わ
っ
て
、
さ
ら

に
視
点
を
広
げ
る
と
共
に
、

江
戸
の
余
暇
学
を
体
系
化

す
る
方
向
性
を
薗
田
が
提

起
し
て
幕
と
な
っ
た
。
今
回
出

さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
や
論

点
を
整
理
し
て
、
江
戸
と
い
う

時
代
と
「
余
暇
」
と
の
深
い
関

係
を
浮
き
彫
り
に
す
る
作
業
が

今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

一
般
発
表
で
は
、
子
ど
も
の

遊
び
か
ら
高
齢
者
の
余
暇
ま
で
、

生
涯
学
習
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

観
光
な
ど
の
余
暇
の
諸
側
面
を

め
ぐ
る
幅
の
広
い
話
題
が
提
供

さ
れ
た
の
は
例
年
の
通
り
だ
が
、

今
回
は
実
践
団
体
で
あ
る
日
本

余
暇
会
と
の
共
同
で
「
余
暇
力

検
定
」
の
実
現
性
を
探
る
問
題

提
起
が
あ
っ
て
注
目
を
集
め
た
。

今
回
、
新
理
事
の
選
出
が
あ
っ

て
、
役
員
体
制
が
強
化
さ
れ
、

理
事
の
分
担
制
や
委
員
会
の
編

成
な
ど
、
学
会
の
機
能
を
高
め

る
新
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
点

も
特
筆
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

学
術
会
議
の
協
力
団
体
の
指
定

を
受
け
る
準
備
が
進
ん
で
い
る

こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
大

会
を
期
に
、
従
来
の
サ
ロ
ン
型

の
運
営
を
一
歩
も
二
歩
も
広
げ

て
、
研
究
団
体
に
ふ
さ
わ
し
い

仕
組
み
と
活
動
を
充
実
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
薗
田
）
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第
11
回
研
究
大
会

盛
況
に
お
わ
る

今号の紙面から

２．シンポジウム総括

新入会員紹介

３．新役員紹介

会長・理事アンケート

４．「余暇学研究」情報

図書紹介、原稿募集

第
十
一
回
日
本
余
暇
学
会
研
究
大
会
が
、
九
月
八
日
、
九

日
に
わ
た
っ
て
、
東
京
・
四
谷
の
上
智
大
学
構
内
で
「
江
戸

の
余
暇
を
探
る
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。
大
会
両
日
は

残
暑
厳
し
い
日
和
で
あ
っ
た
に
も
か
わ
ら
す
、
多
数
の
参
加

者
が
か
け
つ
け
、
三
十
度
を
超
え
た
屋
外
の
気
温
に
も
引
け

を
と
ら
な
い
ほ
ど
の
熱
い
議
論
や
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。

そ
こ
で
薗
田
碩
哉
会
長
に
、
こ
の
熱
き
大
会
の
総
括
を
し

て
も
ら
っ
た
。



個
人
的
な
感
想
、
ま
し

て
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
を
務
め

た
身
と
し
て
は
、
ま
っ
た

く
独
り
よ
が
り
の
感
想
で

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
が
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
実
に
楽
し
か
っ
た
。

ゲ
ス
ト
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の

お
二
人
が
、
「
江
戸
の
余

暇
を
探
る
」
と
い
う
大
会

テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
く
、

豊
富
な
知
識
を
も
と
に
楽

し
い
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
が
大
き
い
と
思
わ

れ
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ま
ず
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
薗

田
碩
哉
会
長
が
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
の
紹
介
、
「
な
ぜ
今
、

江
戸
の
余
暇
か
、
江
戸
か

ら
何
を
見
つ
け
出

し
た
い
の
か
」
と

い
う
趣
旨
説
明
を

行
い
、
続
い
て
４

人
の
シ
ン
ポ

ジ
ス
ト
が
そ

れ
ぞ
れ
の
「
私
の
江
戸
」

と
題
し
て
、
「
な
ぜ
江

戸
に
惹
か
れ
る
か
」
を

語
っ
た
。

さ
ら
に
本
題
に
入
っ

て
、
「
江
戸
庶
民
の
日
々

の
暮
ら
し
」
と
し
て
、

江
戸
と
い
う
大
都
市
の

特
殊
性
と
「
庶
民
の
衣

食
住
、
暮
ら
し
ぶ
り
、

生
活
の
楽
し
み
」
な
ど

を
中
藤
が
核
に
な
っ
て

話
し
を
進
め
た
。

続
い
て
「
江
戸
庶
民

の
娯
楽
」
が
テ
ー
マ
に

な
っ
た
が
、
核
と
な
っ

た
青
木
宏
一
郎
氏
は
、

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ガ
ー

デ
ィ
ナ
ー
の
立
場
か
ら
、

「
園
芸
か
ら
演
芸
ま
で
、

多
彩
な
江
戸
庶
民
の
娯

楽
生
活
」
を
語
っ
た
。

そ
こ
で
浮
か
び
上
が
っ
て

き
た
の
は
、
意
外
な
ま
で

の
江
戸
っ
子
の
精
神
的
な

ゆ
と
り
と
、
そ
れ
が
も
た

ら
す
遊
び
で
あ
る
。

次
に
登
場
し
た
金
森
敦

子
氏
は
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・

江
戸
の
旅
研
究
家
と
し
て
、

「
旅
の
様
相
、
女
性
の
旅
」

に
つ
い
て
語
り
、
伊
勢
参

り
に
代
表
さ
れ
る
江
戸
時

代
の
旅
が
、
一
大
娯
楽
で

あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
鶴

岡
の
豪
商
の
奥
方
が
記
し

た
道
中
記
を
も
と
に
、
そ

の
驚
く
べ
き
豊
か
な
旅
を

紹
介
し
た
。

し
ん
が
り
を
務
め
た
荒

井
魏
理
事
は
、
良
寛
な
ど

の
研
究
を
土
台
に
、
庶
民

の
処
世
観
、
余
暇
・

遊
び
観
に
つ
い
て

論
じ
た
。

続
い
て
自
由
討

議
が
行
わ
れ
た
が
、

会
場
か
ら
の
質
問
、

意
見
が
相
次
ぎ
、

活
発
な
論
議
が
展

開
さ
れ
た
と
考
え

て
い
る
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
始
前
の

打
ち
合
わ
せ
で
、

薗
田
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
、
シ
ン
ポ

ジ
ス
ト
の
発
言
に
も

積
極
的
に
割
り
込
み
、

関
わ
り
、
自
分
た
ち

自
身
が
大
い
に
楽
し

も
う
と
い
う
“
方
針
”

を
示
し
た
。
そ
れ
が

ゲ
ス
ト
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
の
お
人
柄
と

も
相
ま
っ
て
、
楽

し
く
活
発
な
論
議

に
結
び
つ
い
た
も
の
と

思
え
る
。

最
後
に
薗
田
会
長
が
、

ま
と
め
と
し
て
「
今
日

浮
か
び
上
が
っ
て
き
た

江
戸
の
余
暇
の
知
見
を
、

二
十
一
世
紀
に
ど
の
よ
う

に
活
か
す
か
が
我
々
に
課

せ
ら
れ
た
使
命
で
は
な
い

か
」
と
結
ん
で
、
百
五
十

分
も
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

幕
を
閉
じ
た
。
（
中
藤
記
）
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大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「江
戸
庶
民
の
生
活
感
と
余
暇
・遊
び
」

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
総
括

中
藤
保
則

新入会員

中溝一仁

立教大学大学院生

伊藤治幸

青森県立保健大学

大木潤子

城西国際大学

大
会
第
一
日
目
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
「
江
戸
庶
民
の
生
活
感
と
余
暇
・
遊
び
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
行
わ
れ
た
。
ゲ
ス
ト
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
青
木
宏
一
郎

氏
（
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
）
、
金
森
敦
子
氏

（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
江
戸
の
旅
研
究
家
）
を
迎
え
、
日
本

余
暇
学
会
か
ら
は
荒
井
魏
理
事
（
良
寛
の
研
究
家
）
、
中

藤
保
則
理
事
（
「
江
戸
の
余
暇
学
」
提
唱
者
）
が
シ
ン
ポ

ジ
ス
ト
、
薗
田
碩
哉
会
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

参
加
し
た
。
こ
の
個
性
的
な
メ
ン
バ
ー
が
「
江
戸
の
余
暇

観
」
の
論
議
を
行
い
、
さ
ら
に
客
席
と
の
質
疑
応
答
と
二

時
間
半
以
上
に
わ
た
っ
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
続
い
た
。

上
智
大
学
一
七
五
教
室
は
、
全
員
が
制
限
時
間
を
オ
ー

バ
ー
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

以
下
に
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
一
人
、
中
藤
理
事
に
よ
る

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
総
括
」
を
掲
載
す
る
。
参
加
で
き
な
か
っ

た
会
員
に
も
、
こ
の
熱
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
「
余
熱
」
を

楽
し
ん
で
欲
し
い
。

会費納入のお願い

平成19年度学会費未納の方は、郵便局にて納

入ください。
口座番号:00140-9-729065
加入者名:日本余暇学会



会
長

①

薗
田
碩
哉
（
そ
の
だ

せ
き
や
）

②
会
長
：
火
付
け
役
で
あ
り
ま

と
め
役
で
あ
り
、
よ
い
意
味
の

マ
ッ
チ
ポ
ン
プ
た
る
こ
と
を
目

指
し
た
い
。

③
余
暇
論
、
遊
戯
論
。
「
レ
ク

運
動
史
研
究
」
で
体
育
科
学
博

士
を
取
っ
た
ば
か
り
。
実
践
活

動
と
し
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

余
暇
活
動
、
自
然
の
中
で
子
ど

も
を
育
て
る
幼
児
園
運
動
な
ど
。

④
学
会
の
体
質
改
善
、
研
究
団

体
と
し
て
の
機
能
強
化
。

⑤
前
半
の
九
十
日
間
で
世
界
一

周
。
後
の
九
十
日
間
で
世
界
余

暇
旅
行
記
を
執
筆
。

⑥
余
暇
の
あ
る
暮
ら
し
、
忙
し

く
な
い
毎
日
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
！

副
会
長

①

中
藤
保
則
（
な
か
ふ
じ

や
す
の
り
）

②
副
会
長
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
担

当③
余
暇
考
現
学
、
江
戸
の
余
暇

学
な
ど
と
口
走
り
つ
つ
、
最
近

は
佐
久
の
地
域
文
化
、
中
山
道
、

道
祖
神
、
郷
土
芸
能
な
ど
を
調

べ
る
は
め
に
陥
っ
て
、
頭
は
混

乱
か
ら
錯
乱
へ
と
進
ん
で
い
る
。

④
あ
ま
り
お
役
に
た
て
そ
う
に

も
な
い
。
将
来
の
信
州
・
佐
久

で
の
研
究
大
会
に
備
え
る
。

⑤
イ
ス
ロ
マ
ニ
ア
（
島
狂
い
）

と
し
て
、
南
の
島
を
う
ろ
つ
き

た
い
が
途
中
で
頓
挫
し
て
い
る

本
を
書
く
だ
け
に
終
わ
り
そ
う
。

⑥
佐
久
が
第
三
の
故
郷
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
良
い
と

こ
ろ
で
す
の
で
、
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

理
事
（
五
十
音
順
）

①

有
馬
廣
實
（
あ
り
ま

ひ
ろ
み
）

②
研
究
担
当

③
生
涯
学
習
、
食
と
健
康
、
博

物
館
、
青
少
年
の
国
際
理
解

教
育

④
関
連
学
会
や
団
体
の
特
徴

の
理
解
と
、
そ
れ
ら
と
の
交

流
へ
の
積
極
的
参
加

⑤
世
界
の
博
物
館(

特
に
食
と

健
康
の
博
物
館)

、
美
術
館
を

巡
り
た
い
。

⑥
余
暇
学
に
関
し
て
は
初
心
者

で
す
。
「
ま
あ
、
そ
れ
も
ヨ
カ

た
い
!
」
と
し
て
受
け
入
れ
て

い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
く
存

じ
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

①

杉
座
秀
親
（
す
ぎ
ざ

ひ
で
ち
か
）

②
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
担

当
、
研
究
担
当

③
余
暇
の
メ
デ
ィ
ア
史
に
関
心

を
も
っ
て
お
り
、
調
べ
て
い
ま

す
。

④
上
記
の
関
心
を
学
会
の
研
究

分
野
と
し
て
定
着
さ
せ
た
い
。

⑤
二
ヶ
月
間
余
暇
活
動
し
た
後
、

残
り
の
一
ヶ
月
で
新
た
な
ス
ポ

ン
サ
ー
を
探
し
、
さ
ら
な
る
休

暇
の
継
続
を
め
ざ
す
？

⑥
担
当
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
を
少

し
で
も
前
進
さ
せ
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
か

ら
の
ご
教
示
と
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

①

高
橋

進
（
た
か
は
し

す
す
む
）

②
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
、
編
集

委
員

③
国
内
外
の
自
然
保
護
政
策
や

自
然
と
地
域
社
会
と
の
結
び
つ

き
に
関
す
る
研
究
な
ど
で
す
。

大
学
で
の
講
義
と
研
究
の
ほ
か
、

講
演
会
講
師
や
各
種
委
員
会
な

ど
で
環
境
保
護
の
啓
蒙
と
実
践

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
自
然
の
中
で
余
暇
を
考
え
る

機
会
を
会
員
の
皆
さ
ん
に
提
供

す
る
た
め
の
企
画
（
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
）
を
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

⑤
ま
ず
は
、
自
然
の
中
で
の
ん

び
り
し
た
い
で
す
。
し
か
し
、

き
っ
と
じ
っ
と
し
て
は
い
ら
れ

ず
、
他
の
人
が
ど
の
よ
う
な
意

識
や
行
動
す
る
か
を
調
査
し
て

し
ま
う
で
し
ょ
う
ね
。

⑥
究
極
の
余
暇
は
、
何
も
し
な

い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
、

「
自
然
の
中
で
の
長
時
間
滞
在
」

に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。
そ
れ

が
ご
縁
で
、
余
暇
学
会
に
入
会

し
た
次
第
で
す
。
本
当
は
の
ん

び
り
と
し
た
い
の
で
す
が
、
い

ろ
い
ろ
頼
ま
れ
る
と
断
れ
な
く

て
、
忙
し
く
て
余
暇
も
あ
り
ま

せ
ん
。

①

辰
巳
厚
子
（
た
つ
み

あ
つ
こ
）

②
事
務
局
長

③
余
暇
生
活
学
、
生
涯
学
習
論

余
暇
学
研
究
、
生
涯
学
習
調
査

研
究
、
地
域
講
座
講
師
、
課
題

解
決
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
な
ど

④
ス
ム
ー
ズ
な
学
会
運
営
と
若

手
新
規
会
員
の
サ
ポ
ー
ト
に
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す

⑤
『
街
道
を
ゆ
く
』
を
携
え
、

そ
の
行
程
を
巡
り
な
が
ら
、
日

本
人
の
生
き
方
を
考
え
て
み
た

い
。

⑥
ベ
テ
ラ
ン
の
前
任
者
か
ら
事

務
局
長
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

至
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

①

中
村
茂
徳
（
な
か
む
ら

し
げ
の
り
）

②
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
、

研
究
担
当

③
英
国
文
化
史
、
ツ
ー
リ
ズ
ム

学
、
外
国
語
学
修
士
、
自
然
地

の
社
会
的
価
値
に
つ
い
て
の
調

査
。

④
余
暇
力
検
定
の
実
施
。

⑤
英
国
湖
水
地
方
で
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
資
産
を
中
心

に
、
観
光
と
余
暇
の
持
続
性
に

関
す
る
デ
ー
タ
を
集
め
た
い
。

⑥
今
年
か
ら
福
岡
の
自
宅
に
帰

り
、
生
活
が
一
変
。
体
力
勝
負

で
頑
張
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①

師
岡
文
男
（
も
ろ
お
か

ふ
み
お
）

②
今
年
度
学
会
大
会
実
行
委
員

長
、
渉
外
担
当

③
レ
ジ
ャ
ー
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
学
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
、
野

外
教
育
学
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
研
究
、

体
育
学
修
士
。
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
全
般
に
関
す
る
研
究
、

調
査
、
授
業
（
理
論
・
実
技
）
、

講
習
、
講
演

④
日
本
レ
ジ
ャ
ー
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
学
会
な
ど
関
連
学
会
・

団
体
と
の
交
流
、
事
業
提
携
等

⑤
ア
メ
リ
カ
の
「
公
園
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
区
」
制
度
の
調
査

と
フ
ラ
ン
ス
に
か
つ
て
あ
っ
た

「
余
暇
時
間
省
」
の
調
査
に
使

い
ま
す
。

⑥
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
関
わ
っ

て
い
る
た
め
、
「
八
方
ブ
ス
」

な
の
が
欠
点
で
す
。
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①

山
本

存
（
や
ま
も
と

や
す
し
）

②
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
、
編
集

委
員

③
レ
ジ
ャ
ー
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
学
、
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
、
教

育
学
修
士
。
子
ど
も
・
障
害
者

の
余
暇
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
関
す
る
研
究
、
調
査
な
ど
。

授
業
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
論
・
ス

ポ
ー
ツ
科
学
実
習
、
レ
ク
リ
エ
ー
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新
役
員
紹
介

九
月
八
日
に
行
わ
れ
た
「
日
本
余
暇
学
会
総
会
」
に
お
い
て
、

平
成
十
九
年
度
の
新
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。
会
長
に
薗
田
碩
哉
、

副
会
長
に
中
藤
保
則
、
顧
問
に
は
石
川
弘
義
に
加
え
、
前
会
長
の

瀬
沼
克
彰
を
選
出
、
会
計
監
事
に
は
飯
坂
徳
雄
、
山
岡
平
三
を
再

任
し
た
。
さ
ら
に
新
任
、
再
任
を
含
め
て
十
二
名
の
理
事
を
選
出

し
た
。
新
役
員
は
平
成
二
十
一
年
総
会
ま
で
を
任
期
と
す
る
。

そ
こ
で
編
集
部
は
、
選
出
さ
れ
た
会
長
・
副
会
長
と
理
事
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
各
人
か
ら
以
下
の
よ
う
な
回
答
を
得
た
。

【
会
長
・
理
事
へ
の
質
問
内
容
】

①
氏
名
（
読
み
仮
名
）
。
②
担
当
業
務
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
③

研
究
分
野
、
取
得
学
位
、
実
践
内
容
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

④
こ
の
一
年
、
理
事
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
ま
す
か
。

⑤
も
し
ス
ポ
ン
サ
ー
付
き
で
百
八
十
日
間
の
休
暇
が
取
れ
た
ら
、

な
に
を
し
た
い
で
す
か
。
⑥
会
員
の
皆
様
へ
一
言
。



シ
ョ
ン
論
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
実
技
な
ど
）
。
地
域
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

画
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習

な
ど

④
日
本
余
暇
学
会
の
会
員
数
を

増
や
し
て
い
く
た
め
に
は
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え

て
い
く
。

⑤
外
洋
ヨ
ッ
ト
で
転
々
と
島
巡

り
を
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
文
化

に
ふ
れ
て
み
た
い
。

⑥
は
じ
め
て
お
仲
間
に
入
れ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①

山
田
貴
史
（
や
ま
だ

た
か
し
）

②

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
編
集
、

広
報
担
当

③

ス
ポ
ー
ツ
史
、
公
営
競
技

史
（
特
に
競
輪
）
。
博
士
（
体

育
科
学
）
、
修
士
（
人
間
科
学
）
。

④

「
明
る
く
楽
し
い
余
暇
学

会
」
作
り
、
余
暇
学
会
フ
ァ
ン

を
増
や
す
こ
と
。

⑤

日
本
各
地
の
公
営
競
技
場

を
巡
り
、
ス
ポ
ン
サ
ー
付
き
な

の
で
湯
水
の
よ
う
に
浄
財
を
賭

け
る
。

⑥

会
員
、
非
会
員
の
か
た
に

わ
か
り
や
す
く
情
報
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿

執
筆
な
ど
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
制

作
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

☆
期
限
ま
で
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
回
答
い
た
だ
け
な
か
っ
た
理

事
は
、
以
下
に
氏
名
の
み
掲
載

し
ま
す
。

荒
井
魏
、
福
田
峰
夫

『
余
暇
学
研
究
』
第
十
一
号

の
エ
ン
ト
リ
ー
は
九
月
二
十
日

に
締
め
切
り
ま
し
た
。

エ
ン
ト
リ
ー
数
は
十
二
本
、

そ
の
う
ち
二
本
が
エ
ッ
セ
イ
で

す
。
総
説
、
原
著
論
文
、
研
究

ノ
ー
ト
か
否
か
は
原
稿
到
着

（
十
月
末
）
を
待
っ
て
審
査
し

ま
す
。
エ
ン
ト
リ
ー
を
希
望
し

た
方
の
投
稿
を
タ
イ
ト
ル
・
概

要
を
審
査
し
た
結
果
、
全
て
承

認
し
、
現
在
、
そ
れ
ら
の
審
査

が
編
集
委
員
会
で
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

(

財)

社
会
経
済
生
産
性
本
部

は
七
月
、
『
レ
ジ
ャ
ー
白
書
２

０
０
７

余
暇
需
要
の
変
化
と

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
』
を
発
行

し
た
。
今
年
度
白
書
の
概
要
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
日
本
人
の
余
暇
活
動
の
現
状

政
府
統
計
で
は
長
期
の
景
気

回
復
が
み
ら
れ
る
が
、
平
成
十

八
年
も
余
暇
活
動
参
加
人
口
の

回
復
は
鈍
か
っ
た
。
だ
が
、
新

機
種
の
発
売
が
続
い
た
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
は
、
参
加
人
口
の
大
幅

回
復
が
み
ら
れ
た
。
日
常
的
で

比
較
的
単
価
が
安
く
、
手
軽
な

タ
イ
プ
の
レ
ジ
ャ
ー
（
ト
ラ
ン

プ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
外
食
な
ど
）

の
回
復
も
み
ら
れ
た
。
し
か
し

観
光
・
行
楽
の
回
復
は
鈍
く
、

ガ
ソ
リ
ン
代
の
高
騰
な
ど
も
影

響
し
た
よ
う
だ
。

②
余
暇
関
連
産
業
・
市
場
の
動

向

平
成
十
八
年
の
余
暇
市
場
は

前
年
一
・
六
％
減
少
し
七
八
兆

九
千
億
円
。
中
で
も
パ
チ
ン
コ

業
界
が
不
振
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
関

係
を
除
く
余
暇
市
場
の
規
模
は

横
ば
い
。
趣
味
・
創
作
部
門
で

は
カ
メ
ラ
、
液
晶
テ
レ
ビ
、
音

楽
配
信
、
映
画
等
が
好
調
で
、

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
関
係
は
絶
好
調

で
あ
っ
た
。
国
内
航
空
や
海
外

旅
行
に
回
復
の
兆
し
が
あ
る
が
、

旅
館
業
や
乗
用
車
市
場
は
減
少
。

③
特
別
レ
ポ
ー
ト

～
余
暇
需

要
の
変
化
と
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
～テ

ー
マ
性
や
体
験
志
向
の
強

い
新
た
な
旅
の
か
た
ち
を
ニ
ュ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
が
、
昨

今
、
旅
行
ス
タ
イ
ル
も
、

「
通
過
型
」
「
団
体
型
」
の

物
見
遊
山
的
な
旅
行
か
ら
、

訪
れ
る
地
域
の
自
然
・
生
活

文
化
・
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

求
め
る
「
体
験
型
」
・
「
交

流
型
」
・
「
個
人
型
」
の
旅

行
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
長

期
滞
在
型
旅
行
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
文
化
観
光
、
産
業

観
光
、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

な
ど
が
新
た
な
市
場
へ
の
突

破
口
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

日本余暇学会ニュース 第60号 平成19年10月31日

[ ４ ]

へ
ん
し
ゅ
う
の
あ
と

お
よ
び
原
稿
の
募
集

研
究
大
会
が
嵐
の
よ
う
に

過
ぎ
去
り
、
研
究
の
季
節
が

や
っ
て
き
た
。
当
方
も
資
料

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
づ
く
り
を

始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

さ
て
、
今
号
で
は
会
長
と

理
事
に
登
場
し
て
も
ら
い
各

人
の
「
主
張
」
を
若
干
述
べ

て
も
ら
っ
た
。
今
後
は
会
員

の
皆
様
方
に
も
、
ぜ
ひ
紙
上

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
こ
で
今
回
は
先
述
し
た

『
レ
ジ
ャ
ー
白
書
二
〇
〇
七
』

を
ベ
ー
ス
に
会
員
各
位
の
研

究
領
域
と
絡
め
て
、
発
言
を

求
め
た
い
。
テ
ー
マ
は
「
レ

ジ
ャ
ー
白
書
に
み
る
○
○
」
例

え
ば
「
レ
ジ
ャ
ー
白
書
に
み
る

公
営
競
技
の
将
来
像
」
な
ど
。

字
数
は
八
百
～
千
二
百
字
、
締

め
切
り
は
十
二
月
二
十
日
と
し

ま
す
。
余
暇
学
会
事
務
局
ま
で

メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
な
お
、
採
否
は
編

集
部
で
決
定
、
発
表
は
紙
上
掲

載
に
代
え
ま
す
。

ま
た
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
等
に

関
し
、
ご
意
見
、
ご
希
望
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
同
様
に
事

務
局
に
お
送
り
く
だ
さ
い
（
山
）

『
余
暇
学
研
究
第
十
一
号
』

編
集
情
報

図書紹介
日本余暇学会が再開から十周を迎えた昨年、記念事業と

して行った、論文「私の余暇実践」コンクールには多数の

手記や論文が寄せら

れた。このたび、これ

らの手記や論文をまと

めた本が出版された。

「私の余暇実践」をテー

マに原稿を募集したところ、

全国から10歳代から90歳代高

齢者まで、208の作品が寄せられた。その中から中高年以

上の男性の作品を47点を集めたのが本書である。作品は

「余暇の考え方と設計」、「スポーツ、

レクリエーション」、「趣味・創作」、

「生涯学習」、「ボランティア、コミュ

ニティづくり」などに分類され、「まだ

まだこれから」という、新しいライフス

タイル創造の様子が浮かび上がる。中高

年だからといって老け込まず、楽しく、

積極的にはつらつと生きる姿を垣間見ることができる。

シニア先達の叡智と弛まざる挑戦に、まだまだ人生は長い

と実感する一冊である。

瀬沼克彰編

『超団塊世代の
余暇哲学と実践』
日本地域社会研究所、

2007年8月、

本体2400円(税別)

『
レ
ジ
ャ
ー
白
書
』

二
〇
〇
七


